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資料２

１．生物多様性あつぎ戦略について
生物多様性とは、『生きものが持つ豊かな個性と結びつき』のことをいいます。

水や空気、食料の供給など私たちの生活は、微生物から動植物まで「あらゆる生
きものがもたらす恵み」に支えられながら成り立っています。
市では市域の生物多様性の保全を進めるため、平成25年３月に「生物多様性あ

つぎ戦略」を策定し、新たな世界目標の採択や国家戦略の閣議決定を踏まえなが
ら、今年度末の改定に向けて作業を進めています。

里地里山は、農地や水路、二次林、草原など様々な自然があることから生物多
様性に富んだ場所となっており、シマゲンゴロウなど厚木市レッドデータブック
で絶滅危惧種に指定されている生物も多く生息しています。
世界目標や国家戦略では、2030年までに陸と海の30%以上を保全することを目

標に掲げており（30by30）、その達成に向けては既存の国立公園などの保護地域
だけではなく、里地里山のようなOECM（※1）が重要になります。
また、保護地域やOECMは今年度から環境省で「自然共生サイト」として認定

する制度が始まっており、厚木市でも今後申請を進めていく予定です。

※1 民間等の取組により結果的に生物多様性の保全に貢献している地域のこと
※2 保護地域に加え、企業緑地や里地里山などのOECMについて、国が認定する制度。
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【参考資料③】自然共生サイトの例


